
─  30  ─

は
じ
め
に

　

私
の
住
ん
で
い
る
内
灘
町
は
十
七
町

会
よ
り
成
り
、
各
町
会
に
公
民
館
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
主
事
が
配

属
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
事
は
公
民
館
活

動
と
町
会
活
動
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

宮
坂
区
は
い
わ
ゆ
る
旧
集
落
に
あ
た

り
、
十
七
町
会
の
中
で
は
比
較
的
小
さ

な
地
区
で
す
。
二
二
三
四
世
帯
・
人
口

七
八
〇
人
（
平
成
二
八
年
）
の
地
域
で
、

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が
高
い
地

域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
費
は

比
較
的
高
く
、
年
間
二
万
八
千
円
。
区

会
議
員
は
十
一
名
で
す
。

　

そ
ん
な
宮
坂
区
の
区
長
を
引
受
け
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
教
員
を
定
年
退
職
し

た
平
成
二
一
年
四
月
で
し
た
。
六
年
間

務
め
ら
れ
た
前
任
の
区
長
が
八
十
代
前

半
と
い
う
こ
と
も
あ
り
勇
退
し
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
な
か
な
か
後
任
が

決
ま
ら
ず
、結
局
、当
時
区
会
議
員
だ
っ

た
私
が
区
長
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
一
期
三
年
の
区
長
職
で
す
が
、
現

在
三
期
目
（
八
年
目
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

以
下
は
、
そ
の
八
年
間
の
取
組
み
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
、
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
こ
と
等
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一
　
定
例
年
間
行
事

　

平
成
二
八
年
度
の
宮
坂
区
の
主
な
行

事
は
次
の
通
り
で
す
。

①
四
月
一
〇
日　

定
例
総
会　

②
五
月
八
日　

世
界
の
凧
の
祭
典
参
加

③
五
月
二
九
日　

区
民
運
動
会

④
六
月　

五
日　

町
民
体
育
祭
参
加 

⑤
六
月
二
六
日　

海
浜
美
化
清
掃
参
加

⑥
七
月
一
六
～
一
七
日　

区
祭
礼

　
（
八
月　

六
日　

納
涼
盆
踊
り
※
）

⑦
十
一
月
一
六
日　

生
活
用
水
清
掃

⑧
十
一
月
五
日　

区
議
会
研
修･

一
泊

⑨
十
一
月
二
〇
日　

防
災
訓
練

⑩
三
月
二
〇
日　

春
祭
り       

　
（ 

※
は
、
公
民
館
・
青
壮
年
団
主
催

行
事
）

二
　
八
年
の
間
に
取
組
ん
だ
こ
と 

　

上
記
の
定
例
年
間
行
事
の
他
に
取
り

組
ん
だ
主
な
活
動
等
に
つ
い
て
年
度
ご

と
に
記
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　（
一
年
目
‥
平
成
二
一
年
度
）

　

地
区
に
あ
る
農
村
公
園
に
区
民
総
出

（
正
確
に
は
各
団
体
よ
り
作
業
者
を
動

員
）
で
芝
生
を
植
え
る
。
幅
広
い
層
が

使
用
す
る
公
園
を
目
指
し
た
が
、
現
在

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
主
に

高
齢
者
の
人
た
ち
が
使
用
。
芝
生
植
栽

の
後
、
直
ち
に
区
の
予
算
で
休
憩
所
を

建
設
（
上
記
写
真
参
照
。
完
成
後
、
寄

付
採
納
し
町
の
施
設
と
す
る
）。

　（
二
年
目
‥
平
成
二
二
年
度
）

　

長
年
、
町
よ
り
要
求
さ
れ
て
い
た
防

災
倉
庫
を
建
設
（
町
よ
り
百
万
円
の
補

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
奨
励
研
究
事
業
②

地
域
の
発
展
を
め
ざ
し
た
区
長
と
し
て
の
八
年
間

内
灘
町
宮
坂
区
　
　
坪 

内
　
健 

一

コミュニティ活動の拠点施設
宮坂公民館

区
民
総
出
の
十
月
の
生
活
用
水
清
掃

H28年度区民運動会子ども達の綱取りとパン食い競争
現在、町の17町会で区民運動会が行われているのは、2地区だけである。
（地域力の持続）

農村公園休憩所
（トイレ付）
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助
、
区
よ
り
二
〇
万
円
の
支
出
）。 

　

ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
小
学

生
対
象
の
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
立
上
げ
、
地
区
ネ
ー
ム
入
り
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
作
成
。

　

隊
長
は
区
長
と
し
、
こ
の
年
以
降
、

年
３
回
の
打
合
せ
会
を
実
施
す
る
（
毎

回
、
必
ず
茶
菓
子
を
供
し
て
い
る
）。

　（
三
年
目
‥
平
成
二
三
年
度
）  

　

宮
坂
区
自
主
防
災
会
を
設
立
し
会
則

を
制
定
す
る
。
こ
の
年
よ
り
、
毎
年

十
一
月
に
地
区
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

　

区
規
約
を
改
正
し
三
年
だ
っ
た
区
会

議
員
の
任
期
を
二
年
と
す
る
。
東
日
本

大
震
災
義
援
金
を
募
る
。

　（
四
年
目
‥
平
成
二
四
年
度
）

　

六
月
の
内
灘
町
民
体
育
祭
で
優
勝
す

る
（
以
後
平
成
二
七
年
ま
で
四
年
連
優

勝
）。　

　

祭
礼
時
の
奉
納
獅
子
舞
の
獅
子
頭
の

破
損
が
激
し
い
の
で
新
調
す
る
た
め
に

獅
子
頭
整
備
検
討
協
議
会
を
立
上
げ
る

（
趣
意
書
・
会
則
等
を
作
成
す
る
）。

　

検
討
協
議
会
の
会
議
や
製
作
工
房
の

見
学
等
を
行
い
、｢

獅
子
頭
の
大
き
さ
、

購
入
資
金
、区
民
負
担
金
、協
力
金
（
寄

付
金
）
依
頼
先
に
つ
い
て
」
等
の
協
議

を
経
て
、
最
終
的
に
製
作
業
者
の
候
補

を
二
つ
に
し
ぼ
り
、
協
議
会
員
の
無
記

名
投
票
に
よ
り
、
白
山
市
の
知
田
工
房

に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

　（
五
年
目
‥
平
成
二
五
年
度
）

　

総
額
二
五
〇
万
円
の
獅
子
頭
の
新
調

を
総
会
で
決
定
す
る
。
区
民
負
担
金
を

八
千
円
と
し
（
一
九
〇
万
円
）、
青
・

壮
年
団
負
担
二
〇
万
円
、
区
負
担
金

三
〇
万
円
、
寄
付
金
一
〇
万
円
の
購
入

資
金
計
画
が
承
認
さ
れ
る
。
区
民
負
担

金
の
徴
収
は
平
成
二
六・
二
七
年
度
の

二
カ
年
と
す
る
。

　

ま
た
、
獅
子
頭
新
調
に
あ
た
り
、
町

の
勧
め
で
、
公
益
財
団
法
人
・
明
治
安

田
ク
ォ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

に
対
し
平
成
二
六
年
度
「
地
域
の
伝
統

文
化
保
存
維
持
費
用
助
成
」（
七
十
万

円
）
を
申
し
込
む
。

　

祭
礼
時
に
使
う
獅
子
舞
の
蚊
帳
等
の

修
理
を
行
う
祭
礼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立

上
げ
る
。

　（
六
年
目
‥
平
成
二
六
年
度
）

　

獅
子
頭
新
調
に
関
し
、
明
治
安
田
ク

オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
よ
り

五
十
万
円
の
助
成
が
決
定
す
る
。

　

獅
子
頭
購
入
の
た
め
の
協
力
金
（
寄

付
金
）
を
副
区
長
と
共
に
本
区
関
係
の

会
社
等
に
お
願
い
し
、
二
一
名
の
方
よ

り
計
九
三
万
円
の
御
厚
志
を
頂
く
。

　

一
月
二
五
日
に
臨
時
総
会
を
開
き
、

宮
坂
区
黒
船
神
社
物
置
建
設
に
係
る
用

地
取
得
と
そ
れ
に
係
る
区
積
立
基
金
の

取
崩
し
、用
地
取
得
に
係
る
宮
坂
区（
地

縁
に
よ
る
団
体
）
の
法
人
化
に
つ
い
て

決
定
す
る
。

　

祭
礼
時
に
使
う
獅
子
舞
い
の
蚊
帳
等

の
修
繕
を
行
う
祭
礼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

立
上
げ
る
。

　（
七
年
目
‥
平
成
二
七
年
度
）

　

四
月
の
総
会
時
に
、
五
年
間
交
通
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
ま
れ
た
方
に
区

長
か
ら
の
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
。

　

町
役
場
の
指
導
を
受
け
、
法
人
化
に

照
応
し
た
区
規
納
の
改
正
を
行
う
。
七

月
日
に
朱
塗
り
の
新
調
獅
子
頭
が
納
入

さ
れ
る
（
漆
を
完
全
に
乾
燥
さ
せ
る
た

め
、
使
用
は
平
成
二
八
年
度
の
祭
礼
よ

り
）。
祭
礼
の
当
日
、
獅
子
頭
完
成
に

伴
う
記
念
品
（
寄
付
金
協
力
者
に
ミ
ニ

獅
子
頭
）
と
全
世
帯
に
紅
白
饅
頭
（
写

真
上
）
を
配
布
す
る
。

　

十
二
月
に
黒
船
神
社
の
改
修
工
事
と

物
置
建
設
が
完
了
す
る
。

　

平
成
三
十
年
に
、
地
区
児
童
が
通
う

白
帆
台
小
学
校
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
町
に
安
全
な
通
学
路
等
学
校
関

係
に
関
す
る
新
た
な
要
望
書
を
提
出
す

る
。

　（
八
年
目
‥
平
成
二
八
年
度
）

　

宮
坂
区
の
法
人
化
に
伴
い
、
過
去
の

三
人
の
区
長
の
名
義
と
な
っ
て
い
る
黒

船
神
社
敷
地
を
区
の
名
義
に
な
る
よ
う

取
り
組
む
。

　

七
月
、
新
し
く
な
っ
た
朱
塗
り
獅
子

頭
の
使
用
に
よ
る
区
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

　

有
線
放
送
廃
止
に
伴
う
有
線
と
そ
の

支
柱
で
あ
る
廃
棄
す
べ
き
鋼
管
柱
の
調

査
に
、
区
会
議
員
と
共
に
取
り
組
む
。

（
以
後
、
防
災
無
線
放
送
を
使
用
）

　

九
月
、
白
帆
台
小
学
校
完
成
に
伴
い
、

現
在
あ
る
宮
坂
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
学

校
内
に
設
け
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
施
設

利
用
と
し
て
、
高
齢
者
の
た
め
の
い
き

い
き
サ
ロ
ン
（
団
欒
な
ど
の
場
の
提
供

事
業
）
を
立
上
げ
る
た
め
の
準
備
委
員

会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
四
月
、
七
年
間
交
通
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
励
ま
れ
た
方
に
区
長
か
ら

の
表
彰
状
を
贈
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

三
　
八
年
間
を
振
返
っ
て

　

区
長
と
し
て
の
三
期
目
の
任
期
は
あ

と
一
年
間
残
っ
て
い
ま
す
が
、
今
思
う

こ
と
は
、
な
す
べ
き
事
の
決
ま
っ
て
い

る
定
例
的
な
行
事
・
活
動
の
他
に
、
目

額に加賀前田藩の御紋が刻印された新調獅子頭ミニ獅子頭と完成記念饅頭
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の
前
に
定
立
さ
れ
て
き
た
課
題
に
、
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

よ
く
多
く
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
こ
れ

た
な
と
い
う
事
で
す
（
特
に
心
に
残
る

の
は
獅
子
頭
の
新
調
で
す
）。

　

思
え
ば
、
教
員
時
代
の
経
験
や
県
派

遣
社
教
主
事
、
県
生
涯
学
習
課
の
課
長

補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
等
の
経
験
が
、

す
べ
て
区
長
の
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い

る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　

小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
全
区
民
が

参
加
出
来
る
よ
う
な
行
事
の
実
施
、 

当

た
り
前
の
事
ほ
ど
難
し
い
、
前
向
き
に

考
え
る
と
多
く
の
事
は
逆
説
と
な
る
、

最
も
奥
深
い
も
の
は
日
常
性
の
中
に
あ

る
と
い
っ
た
事
を
心
に
秘
め
、
実
践
躬

行
の
精
神
で
区
長
の
仕
事
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
時
代
に

あ
っ
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
地
域
づ
く

り
に
は
王
道
は
な
く
、
そ
の
地
区
に
ふ

さ
わ
し
い
日
々
の
一
つ
ひ
と
つ
の
取
組

み
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人
と
関
わ
る

事
が
で
き
る
喜
び
を
胸
に
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の

人
に
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
な
が

ら
、
地
域
発
展
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

H30開校、白帆台小・完成イメージ


